
１．総括判断

２．個別項目の動向

　
　（注１）「基調判断の前月との比較」は、基調判断の表現を前月と比べたもので、　　　 ：上方修正、　　　 ：据え置き、　　　 ：下方修正を示す。例えば、

　　　　　「回復」→「減速」となれば下方修正、「回復」→「回復」なら据え置き、となる。したがって、矢印は

　　　　　景気全体ならびに個別項目の方向感を示すものではない。

　（注２）「水準評価」は、景気全体ならびに個別項目の水準について５段階で判断するもので、☀：晴、

　　　　　☀|☁：晴～曇、☁：曇、☁|☂：曇～雨、☂：雨、を示す。
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図表２  新車乗用車販売台数＜前年比＞

≪現状≫
○『管内大型小売店販売』より、個人消費の動向を
　 販売者側からみると（図表１)、10月の名古屋市内
　 百貨店販売額は前年比＋1.8％の増加。３か月
　 連続の増加となったものの、伸び幅は前月に比
　 べて縮小。

○品目別にみると、主力の衣料品（前年比▲2.1％）
　 は３か月ぶりの減少となったものの、貴金属、宝
 　石、腕時計などの高級品を含むその他商品（同
　 ＋13.0％）は大幅な伸びとなるなど好調。

○一方、11月の新車乗用車販売（含む軽）をみると
　 （図表２）、30,335台・前年比＋13.4％と３か月連
 　続の前年比プラス。

○車種別にみると、軽乗用車（前年比＋24.6％）、
　 小型車（同＋11.8％）は二桁を超える伸び。普通
 　車（同＋7.4％）はプラスながら伸びはやや鈍化。

≪見通し≫
○高級腕時計、貴金属、宝飾品、海外ブランド品な
　 ど高額商品の売れ行きは引き続き好調に推移。
　 賃金・賞与増の動きが消費者マインド改善につ
　 ながるなかで、クリスマス・年末商戦において客
　 単価上昇の動きもみられる状況。

○乗用車については、来年4月の消費税率引き上
　 げを見据えた駆け込み需要が本格化しているこ
　 とに加え、新型車販売効果などもあり、販売は
　 堅調に推移する見通し。

図表１  名古屋市・百貨店販売額＜前年比＞
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愛知県経済の現状と見通し＜2013年12月＞
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◆10月 名古屋市・百貨店販売額

328億円 前年比＋1.8％（３か月連続の増加）

・うち衣料品 前年比▲2.1％（３か月ぶりの減少）
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◆11月 新車乗用車販売台数＜含む軽＞

30,335台 前年比＋13.4％（３か月連続の増加）
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図表５  名古屋港通関輸出額＜前年比＞
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図表３  有効・新規求人倍率＜季節調整値＞
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≪現状≫
○10月の求人倍率をみると（図表３）、有効求人倍率
 　（季節調整値）は1.39倍と８か月連続、新規求人
　 倍率（同）は2.20倍と２か月連続の上昇。

○愛知県の有効・新規求人倍率はともに全国レベ
 　ルでみても高い水準で推移し続けている状況。

≪見通し≫
○生産活動が徐々に回復に向かうなかで、製造
　 業における求人が増加する見通し。

　回復色が鮮明に

≪現状≫
○９月の鉱工業生産指数をみると（図表４）、前年比
　 ＋10.8％と２か月ぶりのプラス。県内の生産動向
　 に大きな影響を与える輸送機械（同＋10.6％）の
　 生産増加が主因。

≪見通し≫
○愛知県の鉱工業生産に影響力の大きいトヨタ自
　 動車の国内生産動向をみると、10月も２か月連続
　 で大幅な前年比プラスとなっていることから、生産
　 活動は引続き回復基調で推移する見込み。
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≪現状≫
○10月の名古屋港通関輸出額をみると（図表５）、前
　 年比＋21.0％と10か月連続の増加。二桁の伸び
　 は７か月連続。

○仕向地別にみると、中国向け（前年比＋46.9％）
 　が大幅な伸びとなったほか、米国向け（同＋28.1
　 ％）、西欧向け（同＋26.2％）でも二桁を超える
 　伸び。

≪見通し≫
○一般機械は中部５県主要メーカーの海外受注高
　 （10月：前年比＋7.7％）が２か月ぶりのプラス。北
 　米向け、アジア向けが前年比マイナスとなったも
　 のの、欧州向けが前年比プラスとなったことが主
 　因。引続き海外需要は底堅く推移する見通し。
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◆10月 名古屋港通関輸出額

10,032億円 前年比＋21.0％（10か月連続の増加）

◆10月 求人倍率＜季節調整値＞

・有効求人倍率：1.39倍

前月差＋0.01ポイント（８か月連続の上昇）

・新規求人倍率：2.20倍

前月差＋0.07ポイント（２か月連続の上昇）

◆９月 鉱工業生産

前年比＋10.8％（２か月ぶりの上昇）

・うち輸送機械 前年比＋10.6％（４か月ぶりの上昇）
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